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 マーシャル諸島共和国は、北緯 4 度から 14 度、東経 160 度から 173 度の間
に広がっており、29の環礁と 5つの島から構成された島嶼国である。同国は、
















                                                   
川原ゆかり教授追悼論文―現代ミクロネシア社会における青年期の苦悩 
 





















期に居住が行われたと考えられている（Dye 1987; Riley 1987）。 
3 マーシャル諸島を含むミクロネシア地域では、ヤップ諸島のような例外はあ
るものの、概ね母系制社会が形成されており、戦後米国の人類学者が中心にそ


































































































































 マーシャル諸島でも 1963 年に 2 人のボランティアが高校教師として派遣さ

































































































































































の高校生 B のケースを入手することができた。この事例は、10 代男性の自殺
の増加を示す決定的な要因を示すものとはいえないものの、若者が巻き込まれ
た、相反するジェンダー観を占める事例と言えるだろう。 
























して Bは Kと付き合うきっかけがないまま数カ月が過ぎた。 
しかし、表面上は K に告白することを控えていた B であったが、K に対す
る気持ちは日に日に高まっていった。やりきれない K への思いに悩んだ B は、
家族ではなく高校の教師に相談した。その教師は米国からのボランティアとし
て米国の大学が設立した NGO と契約しマーシャル諸島に派遣され、派遣先の
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